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論 文 内 容 の 要 旨
カルシトニン遺伝子関連ペプチド（Calcitonin gene-related peptide：CGRP）は，血管拡張作用を持ち，疼痛の指標
となる神経ペプチドである。組織形成におけるCGRPの様々な役割が知られるが，顎顔面領域での骨形成への関与に
ついては十分検討されていない。そこで，膜性骨化の下顎体と軟骨性骨化の脛骨を対象として，マウス胎生１２．５日齢
（E１２．５），E１４．５，E１７．５．E１８．５，生後０日齢（P０），P１，P５におけるCGRPと骨関連マーカー（OPN，ColⅠ，
ColⅡ），血管関連マーカー（VEGF-A，CD３１，LYVE-１，MMP-２）の発現と局在について定量リアルタイム PCR
法，in situハイブリダイゼーション法を用いて解析し，以下の結論を得た。
１）CGRP，VEGF-A mRNAの発現量は，下顎体ではE１２．５から減少傾向を示し，脛骨ではE１２．５から E１７．５まで
徐々に増加し，P５で減少した。
２）OPN mRNAの発現量は，下顎体，脛骨ともに P１まで徐々に増加した。
３）ColⅠ，ColⅡ mRNAの発現量は，下顎体，脛骨ともにE１４．５で増加し，P０まで一定であった。
４）LYVE-１，MMP-２ mRNAの発現量は，下顎体ではE１２．５から一定の値を示し，脛骨では P１まで徐々に増加
した。
５）in situハイブリダイゼーション法によるmRNA局在の観察において，下顎体では，CGRPと VEGF-A は E１２．５
で間葉細胞に発現し，E１４．５から骨と血管の周囲，メッケル軟骨に局在した。OPNは E１４．５から骨基質，メッ
ケル軟骨に局在した。
６）脛骨では，CGRP，VEGF-A は E１２．５で間葉細胞に発現し，E１４．５，E１７．５で硝子軟骨周囲の骨細胞に局在した。
OPNは E１７．５から骨基質周囲に認められた。
論 文 審 査 の 要 旨
本研究は，CGRPと血管・骨形成マーカーの発現と局在を，胎生期から生後のマウス下顎体と脛骨を対象に詳細に調
べた。その結果，下顎体でCGRPと血管・骨形成マーカーの特異的な発現があることを明らかにしている。これらは
顎骨の形成機序の解明に寄与する重要な情報であり，博士（歯学）の学位に値するものと審査する。
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